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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラス粉末の分散液と無機リン酸水溶液とを含み、
前記ガラス粉末が、亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み、アルミニウムを実質的に含まず、
　前記亜鉛の含有量が、酸化亜鉛（ＺｎＯ）で換算した量で１０質量％以上である、歯科
用処置材。
【請求項２】
　象牙細管封鎖材として用いられる、請求項１に記載の歯科用処置材。
【請求項３】
　亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み且つアルミニウムを実質的に含まず、前記亜鉛の含有量
が、酸化亜鉛（ＺｎＯ）で換算した量で１０質量％以上であるガラス粉末の分散液が収容
された容器と、無機リン酸水溶液が収容された容器とを含む、歯科用処置材キット。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯科用処置材、及び歯科用処置材キットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、歯科治療において、知覚過敏症の症状緩和等のために患部に塗布して用いられる
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歯科用処置材が知られている。特に、患部において露出した象牙質の象牙細管を封鎖する
ことによって、外部からの刺激を遮断して痛みを緩和する処置材がよく知られている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、混合によって速やかに水難溶性の沈殿を生ずる２液を含む歯
科用処置材が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平４－２１７９０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の歯科用処置材においては、歯質脱灰を抑制することに関してさら
なる改良の余地があった。
【０００６】
　そこで、本発明の一態様は、歯質脱灰抑制効果を向上させた歯科用処置材を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様は、ガラス粉末の分散液と無機リン酸水溶液とを含み、前記ガラス粉末
が、亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み、アルミニウムを実質的に含まず、前記亜鉛の含有量
が、酸化亜鉛（ＺｎＯ）で換算した量で１０質量％以上である歯科用処置材である。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の一態様によれば、歯質脱灰抑制効果を向上させた歯科用処置材を提供すること
ができる。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　［歯科用処置材］
　本発明の一態様による歯科用処置材は、ガラス粉末の分散液（Ａ液）と無機リン酸水溶
液（Ｂ液）とを含み、ガラス粉末が、亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み且つアルミニウムを
実質的に含まないものである。
【００１０】
　一般に、歯質が一定時間以上、酸性環境に晒された場合、歯質の成分が溶出する現象、
つまり歯質脱灰が起こることが知られており、この歯質脱灰が過剰に起こると、う蝕等の
歯科疾患に進行し得る。そのため、歯科医療分野では、優れた歯質脱灰効果を奏する歯科
用処置材が望まれている。そこで、本発明者らは、歯質脱灰抑制効果を向上させることが
可能な歯科用処置材について鋭意検討を行った結果、ガラス粉末の分散液（Ａ液）と無機
リン酸水溶液（Ｂ液）とを含み、ガラス粉末の分散液（Ａ液）が特定の組成のガラス粉末
を含有する歯科用処置材が、歯質の脱灰を効果的に抑制できることを見出した。
【００１１】
　上記Ａ液及びＢ液は混合して使用することができるものであり、その混合物により上記
効果を発揮できる。以下、各液について説明する。
【００１２】
　（ガラス粉末の分散液（Ａ液））
　本発明の一態様において、Ａ液中のガラス粉末は、亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み、ア
ルミニウムを実質的に含まない。
【００１３】
　ガラス粉末が亜鉛を含むことにより、歯質の結晶を強化し、酸に対する耐性を付与する
ことができるので、歯質脱灰を効果的に抑制することができる。また、歯科用処置材に抗
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菌作用が付与されるので、口腔内での細菌の増殖を抑制することもできる。
【００１４】
　ガラス粉末中の亜鉛の含有量は、酸化亜鉛（ＺｎＯ）で換算した量で１０質量％以上６
０質量％以下であることが好ましく、２０質量％以上５５質量％以下であることがさらに
好ましい。ガラス粉末中の亜鉛の含有量が、酸化亜鉛（ＺｎＯ）で換算した量で１０質量
％以上であることにより、歯科用処置材の歯質脱灰抑制効果をさらに向上させることがで
きる。一方、６０質量％以下であることにより、透明性の高いガラス粉末が得られやすく
なるので、歯科用処置材の透明性も向上させることができる。
【００１５】
　ケイ素は、ガラス中で網目形成の役割を果たす。ガラス粉末中のケイ素の含有量は、酸
化ケイ素（ＳｉＯ２）で換算した量で１５質量％以上５０質量％以下であることが好まし
く、２０質量％以上４０質量％以下であることがさらに好ましい。ガラス粉末中のケイ素
の含有量が、酸化ケイ素（ＳｉＯ２）で換算した量で１５質量％以上であることにより、
透明性の高いガラス粉末が得られやすくなる。
【００１６】
　ガラス粉末がフッ素を含むことにより、歯質を強化することができる。ガラス粉末中の
フッ素（Ｆ）の含有量は、１質量％以上３０質量％以下であることが好ましく、３質量％
以上２０質量％以下であることがさらに好ましい。ガラス粉末中のフッ素（Ｆ）の含有量
が１質量％以上であることにより、歯質を強化する作用がさらに向上する。
【００１７】
　また、ガラス粉末がアルミニウムを実質的に含まないことにより、歯科用処置材の歯質
脱灰を効果的に抑制することができる。ここで、ガラス粉末がアルミニウムを実質的に含
まないとは、成分として積極的に添加（配合）しないことを意味し、アルミニウムの含有
量が、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）で換算した量で１質量％以下であることを意味す
る。
【００１８】
　これは、ガラス粉末の原料組成物にアルミニウム化合物を配合しない場合でも、ガラス
粉末の製造工程において、不純物として、アルミニウム化合物が混入する場合や、ガラス
粉末の組成を評価する蛍光Ｘ線分析装置の検出誤差等を考慮したものである。通常、ガラ
ス粉末の原料にアルミニウム化合物を配合しなければ、ガラス粉末中のアルミニウムの含
有量が、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）で換算した量で１質量％を超えることはない。
【００１９】
　ガラス粉末中のアルミニウムの含有量は、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）で換算した
量で０質量％以上０．５質量％以下であることが好ましく、０質量％以上０．３質量％以
下であることがさらに好ましい。
【００２０】
　ガラス粉末は、任意の成分をさらに含むことができる。例えば、カルシウム、リン、ス
トロンチウム、ランタン、ナトリウム、カリウム等から選択される１種以上をさらに含ん
でいてよい。
【００２１】
　ガラス粉末中のカルシウムの含有量は、酸化カルシウム（ＣａＯ）で換算した量で０質
量％以上３０質量％以下であることが好ましく、５質量％以上２０質量％以下であること
がさらに好ましい。
【００２２】
　ガラス粉末中のリンの含有量は、酸化リン（Ｖ）（Ｐ２Ｏ５）で換算した量で０質量％
以上１０質量％以下であることが好ましく、０質量％以上５質量％以下であることがさら
に好ましい。
【００２３】
　ガラス粉末中のストロンチウムの含有量は、酸化ストロンチウム（ＳｒＯ）で換算した
量で０質量％以上４０質量％以下であることが好ましく、１０質量％以上３０質量％以下
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であることがさらに好ましい。ガラス粉末がストロンチウムを含有することにより、歯科
用処置材を歯質に塗布した場合のＸ線造影性が向上する。
【００２４】
　ガラス粉末中のランタンの含有量は、酸化ランタン（Ｌａ２Ｏ３）で換算した量で０質
量％以上５０質量％以下であることが好ましく、１０質量％以上４０質量％以下であるこ
とがさらに好ましい。ガラス粉末がランタンを含有することにより、歯科用処置材の耐酸
性が向上する。
【００２５】
　ガラス粉末中のナトリウムの含有量は、酸化ナトリウム（Ｎａ２Ｏ）で換算した量で０
質量％以上１５質量％以下であることが好ましく、１質量％以上１０質量％以下であるこ
とがさらに好ましい。ガラス粉末がナトリウムを含有することにより、ガラス粉末の屈折
率を下げ、透明性の高いガラス粉末が得られやすくなり、歯科用処置材の透明性を向上さ
せることができる。
【００２６】
　ガラス粉末中のカリウムの含有量は、酸化カリウム（Ｋ２Ｏ）で換算した量で０質量％
以上１０質量％以下であることが好ましく、１質量％以上５質量％以下であることがさら
に好ましい。ガラス粉末がカリウムを含有することにより、ガラス粉末の屈折率を下げ、
透明性の高いガラス粉末が得られやすくなり、歯科用処置材の透明性を向上させることが
できる。
【００２７】
　ガラス粉末は、上述の各成分に対応する原料を混合した原料組成物を溶融させて均質化
した後、冷却し、粉砕することにより製造することができる。
【００２８】
　亜鉛に対応する原料としては、特に限定されないが、酸化亜鉛、フッ化亜鉛等が挙げら
れ、二種以上併用してもよい。
【００２９】
　ケイ素に対応する原料としては、特に限定されないが、無水ケイ酸等が挙げられ、二種
以上併用してもよい。
【００３０】
　フッ素に対応する原料としては、特に限定されないが、フッ化カルシウム、フッ化スト
ロンチウム、フッ化ナトリウム等が挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００３１】
　カルシウムに対応する原料としては、特に限定されないが、フッ化カルシウム、リン酸
カルシウム、炭酸カルシウム、水酸化カルシウム等が挙げられ、二種以上併用してもよい
。
【００３２】
　リンに対応する原料としては、特に限定されないが、リン酸カルシウム、リン酸ストロ
ンチウム、リン酸二水素ナトリウム、五酸化二リン等の酸化リン等が挙げられ、二種以上
併用してもよい。
【００３３】
　ストロンチウムに対応する原料としては、特に限定されないが、フッ化ストロンチウム
、水酸化ストロンチウム、炭酸ストロンチウム、酸化ストロンチウム、リン酸ストロンチ
ウム等が挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００３４】
　ランタンに対応する原料としては、特に限定されないが、フッ化ランタン、酸化ランタ
ン等が挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００３５】
　ナトリウムに対応する原料としては、特に限定されないが、リン酸二水素ナトリウム、
炭酸ナトリウム、フッ化ナトリウム等が挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００３６】
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　カリウムに対応する原料としては、特に限定されないが、フッ化カリウム、炭酸カリウ
ム、炭酸水素カリウム、リン酸水素二カリウム等が挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００３７】
　本発明の一態様によるガラス粉末の粒子の数平均粒子径は、１μｍ以下であることが好
ましく、０．０２μｍ以上１μｍ以下であることがより好ましく、０．１μｍ以上０．５
μｍ以下であることがさらに好ましい。ガラス粉末粒子の数平均粒子径が０．０２μｍ以
上であることにより、ガラス粉末の良好な分散状態が得られる。数平均粒子径が１μｍ以
下であることにより、患部である歯面への歯科用処置材の確実な塗布が可能になり（確実
な歯面塗布性が得られ）、また象牙細管のような細長い細管や孔も良好に封鎖することが
可能になる。
【００３８】
　なお、上記数平均粒子径は、レーザ回折散乱式粒度分布計によって測定されたメジアン
径を指す。
【００３９】
　本発明の一態様による歯科用処置材においては、上記のガラス粉末は、分散媒に分散さ
せた形態で用いられる。分散液（Ａ液）中のガラス粉末の含有量、すなわちＡ液の濃度は
、１質量％以上５０質量％以下とすることが好ましく、５質量％以上５０質量％以下であ
るとより好ましい。分散液中のガラス粉末の濃度が１質量％以上であることにより、歯質
脱灰抑制効果をさらに向上させることができ、また確実な歯面塗布性も発揮される。また
、５０質量％以下であることにより、使用に良好な粘性を確保することができ、操作性を
向上させることができる。
【００４０】
　分散媒としては、ガラス粉末を良好に分散させるものであって、ガラス粉末とＢ液中の
無機リン酸との反応を妨げないものであれば、特に限定はなく、水、水溶液、有機溶媒等
が挙げられるが、水が好ましい。分散媒として水を用いる場合、水に可溶な２種以上の別
の媒体を併用することもできる。
【００４１】
　また、ガラス粉末の分散液（Ａ液）は、防腐剤、抗菌剤、分散助剤、ｐＨ調整剤、顔料
等の添加剤をさらに含んでいてもよい。
【００４２】
　（無機リン酸水溶液（Ｂ液））
　本発明の一態様における無機リン酸水溶液（Ｂ液）は、リン酸、ピロリン酸、トリポリ
リン酸、メタリン酸、ポリリン酸等を、単独で又は２種以上組み合わせて、水に溶解又は
水で希釈して得ることができる。無機リン酸水溶液は、濃リン酸を蒸留水で希釈すること
によって調製することが好ましい。また、追加的に又は単独で、リン酸水素カリウム、リ
ン酸二水素カリウム、リン酸カルシウム、リン酸一カリウム、メタリン酸ナトリウム、リ
ン酸一ナトリウム、オルトリン酸カリウム、オルトリン酸ナトリウム、オルトリン酸アン
モニウム、及びオルトリン酸カルシウム、並びにこれらの組合せを使用してもよい。
【００４３】
　無機リン酸水溶液（Ｂ液）中の無機リン酸の含有量、すなわちＢ液の濃度は、０．５質
量％以上４０質量％以下とすることが好ましく、１質量％以上３０質量％であるとより好
ましい。無機リン酸の濃度が０．５質量％以上であることにより、Ａ液と混合した場合に
優れた歯質脱灰抑制効果を得ることができる。また、４０質量％以下とすることにより、
歯質が過剰に脱灰されることを防止することができる。
【００４４】
　無機リン酸水溶液（Ｂ液）は、防腐剤、抗菌剤、分散助剤、ｐＨ調整剤、顔料等の添加
剤をさらに含んでいてもよい。
【００４５】
　本実施態様の歯科用処置材は上述のＡ液とＢ液とを含み、両液は混合して用いることが
できる。この際、上記のガラス粉末の分散液（Ａ液）の質量の、無機リン酸水溶液（Ｂ液
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）の質量に対する比の値（Ａ液の質量／Ｂ液の質量）は、０．４以上２．５以下とするこ
とが好ましく、０．５以上２以下とするとより好ましい。上記範囲とすることで、歯質脱
灰抑制効果をさらに向上させることができる。０．４以上とすることで、確実な歯面塗布
性を確保することができ、２．５以下とすることで、使用に良好な粘性を確保し、また歯
質の過剰脱灰を防止することができる。
【００４６】
　本発明の一態様による歯科用処置材においては、Ａ液中のガラス粉末とＢ液中の無機リ
ン酸とが混合された際に凝集物（析出物）が生じ、この凝集物が歯質の細管、細孔、キズ
等を封鎖するよう働く。そのため、本発明の一態様による歯科用処置材は、象牙細管封鎖
材として好適に使用することができ、知覚過敏抑制材として特に好適に使用することがで
きる。また、知覚過敏抑制材以外にも、被覆処置若しくは充填処置を行う前に患部に塗布
するためのプライマー、又は根管及び／若しくは根尖孔を封鎖するための根管充填材等と
しても用いることができる。
【００４７】
　なお、歯科用処置材は、ガラス粉末の分散液（Ａ液）と無機リン酸水溶液（Ｂ液）との
混合物を含む形態であってもよいし、ガラス粉末の分散液（Ａ液）と無機リン酸水溶液（
Ｂ液）とが混ざり合わないよう互いに分離された形態であってもよい。後者の場合には、
別々の容器に各液が収容されている形態とすることができる。また、内部に膜や壁等が設
けられた容器に収容され、その膜や壁等によって両液が直接接触することのないように隔
てられている形態とすることもできる。内部に膜や壁等が設けられた容器に収容されてい
る場合には、使用時に膜や壁等を除去することにより、又は除去せずに各液を採取して両
液を混合して用いることができる。
【００４８】
　上記のいずれの形態であっても、本発明の一態様の歯科用処置材は、Ａ液の成分とＢ液
の成分とを混合するのみで使用でき、光や熱による硬化が必要な従来の歯科用処置材と比
較して、操作性が高い。また、使用に際しては混練等の工程も不要である。
【００４９】
　［歯科用処置材キット］
　本発明の一態様によれば、亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み且つアルミニウムを実質的に
含まない上述のガラス粉末の分散液（Ａ液）が収容された容器と、上述の無機リン酸水溶
液（Ｂ液）が収容された容器とを含む歯科用処置材キットを提供することができる。
【００５０】
　歯科用処置材キットは、使用の直前に、ガラス粉末の分散液が収容された容器からガラ
ス粉末の分散液（Ａ液）を採取し、無機リン酸水溶液が収容された容器から無機リン酸水
溶液（Ｂ液）を採取し、これらを混和して、その混和液を患部に塗布することによって使
用することができる。また、順序はどちらからでもよいが、Ａ液、Ｂ液を順に患部へ塗布
することによって、患部において両液を混和することもできる。
【００５１】
　塗布の際には、ブラシ、綿状材料、多孔質材料等が先端に設けられたアプリケータを使
用することができる。ガラス粉末の分散液（Ａ液）及び無機リン酸水溶液（Ｂ液）は、液
体状又はスラリー状であるので、混和の操作は容易である。また、患部にも容易に塗布す
ることができる。
【００５２】
　なお、歯科用処置材キットの各液を収容するための容器としては、特に限定されること
はないが、例えば、収容される各液を変性させることなく、光等の外環境の影響から各液
を保護可能なものであることが好ましい。
【実施例】
【００５３】
　以下、実施例及び比較例を挙げ、本発明をさらに詳細に説明するが、本発明はこれらの
実施例に限定されるものではない。
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【００５４】
　［実施例１～１２］
　（１）ガラス粉末の調製
　酸化亜鉛（ＺｎＯ）、無水ケイ酸（ＳｉＯ２）、フッ化カルシウム（ＣａＦ２）、リン
酸カルシウム（Ｃａ３（ＰＯ４）２）、フッ化ストロンチウム（ＳｒＦ２）、酸化リン（
Ｐ２Ｏ５）、酸化ランタン（Ｌａ２Ｏ３）、フッ化ナトリウム（ＮａＦ）及び炭酸水素カ
リウム（ＫＨＣＯ３）を所定の比率で配合した後、乳鉢を用いて、充分に混合撹拌した。
得られた混合物である原料組成物を白金るつぼに入れ、電気炉内に設置した。電気炉を１
３００℃まで昇温し、溶融させて十分均質化した後、水中に流し出し、塊状のガラスとし
た。得られた塊状のガラスを、アルミナ製のボールミルを用いて２０時間粉砕した後、１
２０メッシュの篩を通過させ、さらに７０時間湿式粉砕し、ガラス粉末を得た。
【００５５】
　得られたガラス粉末の組成及び粒径を、次の方法により測定した。
【００５６】
　＜ガラス粉末の組成＞
　蛍光Ｘ線分析装置ＺＳＸ　Ｐｒｉｍｕｓ　ＩＩ（リガク社製）を用いて、ガラス粉末を
分析し、組成を求めた。
【００５７】
　表１に、ガラス粉末の組成（単位：質量％）の測定結果を示す。なお、Ｚｎ、Ａｌ、Ｓ
ｉ、Ｃａ、Ｐ、Ｓｒ、Ｌａ、Ｎａ及びＫ、すなわちＦ以外の成分については、それぞれＺ
ｎＯ、Ａｌ２Ｏ３、ＳｉＯ２、ＣａＯ、Ｐ２Ｏ５、ＳｒＯ、Ｌａ２Ｏ３、Ｎａ２Ｏ及びＫ

２Ｏで換算したときの質量％である。
【００５８】
　なお、実施例１～１２においては、ガラス粉末の原料組成物にアルミニウム化合物を配
合していないが、アルミニウムが、ガラス粉末全量に対して、酸化アルミニウム（Ａｌ２

Ｏ３）で換算した量で０．１質量％以上０．５質量％以下検出された。この原因は、粉砕
時に使用したアルミナ製のボールやアルミナ製のポット由来のアルミナが混入したか、或
いは、蛍光Ｘ線分析装置の検出誤差によるものと考えられる。
【００５９】
　＜ガラス粉末の粒径＞
　レーザー回折散乱式粒度分布計ＬＡ－９５０（堀場製作所製）を用いて、ガラス粉末の
粒度分布を測定した。各実施例、比較例で用いられたガラス粉末の数平均粒子径（メジア
ン径）を、表１に示す。
【００６０】
　（２）ガラス粉末の分散液（Ａ液）の調製
　上記で得られたガラス粉末を蒸留水に分散させ、表１に示す濃度のガラス粉末の分散液
（Ａ液）を得た。
【００６１】
　（３）無機リン酸水溶液（Ｂ液）の調製
　濃リン酸を蒸留水で希釈して無機リン酸の水溶液とし、表１に示す濃度の無機リン酸水
溶液（Ｂ液）を得た。
【００６２】
　［比較例１～６］
　（１）ガラス粉末の調製
　酸化亜鉛（ＺｎＯ）、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）、フッ化アルミニウム（ＡｌＦ

３）、無水ケイ酸（ＳｉＯ２）、フッ化カルシウム（ＣａＦ２）、リン酸カルシウム（Ｃ
ａ３（ＰＯ４）２）、フッ化ストロンチウム（ＳｒＦ２）、酸化リン（Ｐ２Ｏ５）、酸化
ランタン（Ｌａ２Ｏ３）、フッ化ナトリウム（ＮａＦ）及び炭酸水素カリウム（ＫＨＣＯ

３）を所定の比率で配合した後、乳鉢を用いて、充分に混合撹拌した。得られた混合物で
ある原料組成物を白金るつぼに入れ、電気炉内に設置した。電気炉を１３００℃まで昇温
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し、溶融させて十分均質化した後、水中に流し出し、塊状のガラスとした。得られた塊状
のガラスを、アルミナ製のボールミルを用いて２０時間粉砕した後、１２０メッシュの篩
を通過させ、さらに７０時間湿式粉砕し、ガラス粉末を得た。
【００６３】
　次に、実施例１～１２のガラス粉末に対して行ったものと同様の方法により、ガラス粉
末の数平均粒子径及び組成を評価した。結果を表１に示す。
【００６４】
　（２）ガラス粉末の分散液（Ａ液）の調製
　上記で得られたガラス粉末を蒸留水に分散させ、表１に示す濃度のガラス粉末の分散液
（Ａ液）を得た。
【００６５】
　（３）無機リン酸水溶液（Ｂ液）の調製
　濃リン酸を蒸留水で希釈して無機リン酸の水溶液とし、表１に示す濃度の無機リン酸水
溶液（Ｂ液）を得た。
【００６６】
　上記の各実施例、比較例の歯科用処置材について、象牙細管封鎖性及び歯質脱灰抑制効
果を評価した。
【００６７】
　＜象牙細管封鎖性の評価＞
　牛歯象牙質を注水下、耐水研磨紙＃１２００で研磨し、平坦にした研磨面に、１５％Ｅ
ＤＴＡ水溶液で１分間処理し、疑似知覚過敏象牙質とした。各実施例、比較例について得
られたＡ液とＢ液とを表１に示す質量比で採取し、アプリケータを用いて混合し、混合液
（歯科用処置材）を得た。その混合液を、疑似知覚過敏象牙質に塗布した。２０秒間放置
後、水洗、乾燥し、走査電子顕微鏡（ＳＥＭ）にて観察し、象牙細管封鎖性を確認した。
評価基準は以下の通りである。
【００６８】
　○：全て又はほぼ全ての象牙細管の封鎖が観察された場合
　×：封鎖されていない象牙細管が目立っていた場合
　＜歯質脱灰抑制効果の評価＞
　牛歯象牙質を注水下、耐水研磨紙＃１２００で研磨し、平坦にした研磨面に、直径が３
ｍｍの穴が開いているポリテトラフルオロエチレン製のシールを貼り付けた。各実施例、
比較例について得られたＡ液とＢ液とを表１に示す質量比で採取し、アプリケータを用い
て混合し、混合液（歯科用処置材）を得た。その混合液を、シールが貼り付けられた面に
、シールの穴全体が被覆されるように塗布した。２０秒間放置し、続いて水洗、乾燥した
。その後、３７℃の脱灰液（５０ｍＭ酢酸、１．５ｍＭ塩化カルシウム、０．９ｍＭリン
酸二水素カリウム、ｐＨ４．５）に１８時間浸漬した。
【００６９】
　精密切断機を用いて、厚さが１ｍｍとなるように、硬化層が形成された牛歯象牙質を切
断し、試験体を得た。
【００７０】
　Ｘ線検査装置を用いて、透過法により試験体を撮影し、画像処理ソフトを用いて、撮影
画像を解析し、ミネラルロス量を求め、歯質脱灰抑制効果を評価した。歯質脱灰抑制効果
の判定基準は、以下の通りである。なお、ミネラルロス量が小さい程、歯質脱灰抑制効果
が高くなる。
【００７１】
　○：ミネラルロス量が２５００体積％・μｍ未満である場合
　×：ミネラルロス量が２５００体積％・μｍ以上である場合
　［比較例７］
　歯科用処置材を歯面に全く塗布しなかった以外は、上記と同様にして、象牙細管封鎖性
及び歯質脱灰抑制効果を評価した。結果を表１に示す。
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【００７２】
【表１】

　表１より、亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み、アルミニウムを実質的に含まないガラス粉
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末を用いた実施例１～１２の歯科用処置材は、歯質脱灰抑制効果が高いことが確認できた
。これに対して、亜鉛を含まず且つアルミニウムを添加したガラス粉末を用いた比較例１
～３、５、６の歯科用処置材、及び亜鉛を少量含んでいるが、アルミニウムを添加したガ
ラス粉末を用いた比較例４の歯科用処置材は、歯質脱灰抑制効果が低いことが明らかとな
った。
【００７３】
　なお、歯質脱灰抑制効果の判定が「〇」であった実施例１～１２の中でも、アルミニウ
ムの含有量が酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）で換算した量で０．１質量％と低い実施例
６においては、ミネラルロス量が特に低く、歯質脱灰抑制効果が高いことが確認できた。
【００７４】
　また、同じ組成のガラス粉末を含む例を比較した場合、Ａ液濃度及びＢ液濃度がいずれ
も高い実施例１０においては、実施例３、９、１１、１２と比較してミネラルロス量が低
く、歯質脱灰抑制効果が高いことが分かる。
【００７５】
　実施例１～１２は、いずれも象牙細管封鎖性が高く、歯質の細管を封鎖する高い機能を
備えていることも確認できた。
【００７６】
　本国際出願は２０１６年６月３０日に出願された日本国特許出願２０１６－１３１０１
８号に基づく優先権を主張するものであり、その全内容をここに援用する。
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